
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳しかった残暑もようやく和らぎ、朝夕の涼しさに新しい季節の到来を感じるようにな 

ってきました。この間、衆議院議員柳本あきらの政治活動にご支援ご協力を頂き、心から 

感謝申し上げます。大阪（特に、西成区・住吉区・住之江区・大正区）の社会課題は10 

年後の日本社会全体の大きな課題になるという認識のもと、引き続き、足元に目を向け、 

現場重視の活動に力を注いで参ります。 

 

 

 

 

                            これまで10年以上の長きにわたって、 

                       大阪を賛成・反対に二分する形で議論と 

なってきた、いわゆる「大阪都構想」。 

 住民投票を実施するにあたって、その 

根源となってきたのが大都市法、すなわ 

ち「大都市地域における特別区設置に関 

する法律」です。 

 

                           

                         

  9月 24日、この間の双方の立場において見解の相違 

などがありましたが、今後の大阪の明るい未来を望む上 

で、３度目の住民投票は必要ないという共通の認識に立 

ち「大都市法の改正など必要な法整備に向けて取組む」 

という政策合意を致しました。 

 今後、力を合わせて合意した政策の実現に向けて、 

取組みを進めて参ります。是非とも、皆様にもご理解を 

頂き、お支え頂きますよう、お願い致します。 

 

 

佐藤しげき衆議院議員 × 柳本あきら 

大都市法の改正で政策合意 
 



 

 

 

 

  9月 27日自民党総裁選の 

 投票日。9名の候補者が論戦 

 を繰り広げた15日間の戦い 

 の結果は、１回目の投票では 

 高市早苗候補と石破茂候補が 

 上位2名となり、決選投票の 

 結果、石破茂候補が新総裁に 

 選ばれることとなりました。 

  戦いが終わればノーサイド 

 今後は一致結束で新しい自民 

 党の姿を国民の皆様に示していけるように、努めて参ります。 

  総裁選においては、立候補届の提出や候補者テレビ討論の同行、大阪における集会の設営 

 など様々な貴重な経験を積ませて頂きました。派閥と言われるものがなくなって、初めての 

 総裁選。40代2名、女性2名を含む合計9名、過去最多の候補者が立った総裁選。歴史 

 的な総裁選を国会議員という立場で初めて経験することができたのも、日ごろお支え頂いて 

 いる大阪の皆様のお力添えの賜物と感謝の思いをもって投票に臨ませて頂きました。 

  石破総裁は、大阪における自民党が苦境にある時にも常に心を寄せ、大阪に何度もお越し 

 頂いた代議士であり、これまで2度の大阪市長選挙の際にも応援のマイクを握って下さい 

 ました。 

 

                              10月 1日には石破新内閣 

                             が発足します。物価高を上回 

る賃上げを実現する経済対策、 

人口減少社会や少子化に対応 

する子ども子育て支援策、持 

続可能な社会保障制度の構築、 

さらには外交安全保障など、 

様々な喫緊の課題に新内閣が 

どう対峙していくのか。タイ 

ムリーな現状を報告します。 

石破茂新総裁誕生 


